







































































































































は未だ不明のところが多い。 「見物大段書付」は、この名高い仙助座〈道成寺〉演能の様子を、宇和島藩士の視線を通して具体的に書き付けた珍しい例である。よって以下、本稿では、 「見物大段書付」の 文を翻刻して紹介し、併せて宇和島藩 能楽 の関わりについても、若干の考察を加えたい。　
なお、 「見物大段書付」二点は、いずれも紙縒り二本で簡易に綴じられ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































 草稿本は小字で行間に以下の一行の書き入れあり。 「尤然るへふ候と三人ともサラリト シロムキスワリ珠数ヲモチ扨立上りむかいて」 。
（校異
21）












確認しておきたい。 「見物大段書付」が収められている『乱舞方重習』は、箱蓋裏書に、宇和島五代藩主伊達村候筆で「入記」とし 、十点程の内容物に関するリストが掲げられているが、 「見物大段書付」に当たると覚しき内容物は記載されていない。またこの「入記」の年次は、 「天明二辛（ママ）
寅
南呂」と天明二年（一七八二）であるが、現状の『乱舞方重習』は、
「入記」に照らせば、対応する品、対応しない品、相半ばしており、内容物には出入りがあったことが想定 る。年次記載のある資料の下限は、文政十年（一八二七）であり、当時の藩主は七代宗紀であ 。他の内容物にも年次記載のない資料が多く見られるが、大凡、五代村候・六代村寿・七代宗紀の三代にわたり、藩主の近習が統括して たと見られる 乱舞方（能方） 」で管理・伝存されて来た能楽関係資料 収め るようである。八代宗城・九代宗徳は家の什 の管理・伝存に当 ったが、 『乱舞方重習』には、宗城・宗徳 関連すると確定し得る資料は見当たらいことから、 「見物大段書付」は、村候・宗寿・宗紀の何 かの治政期中（一七三五～一八四三）のものと考えて良いであろう。　
次に記録の年次と関わってくるのが、 「見物大段書付」の内題「堀井千














て金森惣右衛門と申す者、大坂へ参り、仙助と同座いたし 所々にて勧進能いたし候由」 あるごとく 二代目仙助 弟子三代目仙助の時期で
107
あり、金森惣右衛門は仙助と共に座を盛り上げて行ったらしい。続く四代目については、 「四代目仙助ハ惣右衛門実子に 相続いた 候由」とあり、以降、仙助座では、座元の堀井仙助の名と同様に、金森惣右衛門の名も代々襲名されて行ったようである。だが、 「五代目ハ大坂出生、初名伊藤十蔵、其後仙助と相改、相続相勤、其後隠居仕、惣右衛門と相改候」とあるように 五代目や六代目の仙助は、引退後に金森惣右衛門を名乗たようで、 金森惣右衛門の名は、 仙助座の座頭の隠居名でもあったらしい。　
また、 「京都御用達栗林仁三郎え問合、同人より医師小川喜斎え承合、
























出演していた役者であった。　「見物大段書付」がいつの記録であるかは手掛かりに乏しいのであるが、この内題からすれば、仙助座に金森惣右衛門が加わってからのものであることは明白であり、 『 一件留』の記事に従えば、少なくとも天明年間の三世堀井仙助以降の仙助座の興行の様子を したものということになろう。
［乱拍子と間狂言への注目］　「見物大段書付」の内容の特徴としては、主に二点ある。　まずは、 〈道成寺〉 の眼目とも言うべき前場のシテ白拍子の舞う 「乱拍子」
についてであり、その小鼓の手にも注目して記 る。前場のシテが烏帽子を着ける物着より乱拍子・急ノ舞にかけては、 「扨、物着、随分手ばやくすみ申候。 『うれしやさらば―ひゞくらん』 と謡ひ切 ヤヽしばらく 『何をするぞ』と存 ほど身をじつとしづめ」と、乱拍子の始まりを前に舞台上の展開に注目し（一丁裏） 、自身の知っている舞台上の展開と照らし合わせながら注視しているよう 、個人的な所感を交えて記述 いる。乱拍子については、 「ヤ
　
ポと一ツこみ申候、夫より乱拍子足にかわりた




るなり」 「柱まきハ左の手ヲかけスコしのび上り候斗。アンバイ無之候」 と、観能時の所作について、書写者の印象を交 て記しており（六丁裏） 、自身の知り記憶している〈道成寺〉と付き合わつつ観覧 ている姿勢が顕著である。またこうした自身の視点や印象を交えた 述 提出を受けた側にも共有され とを期待し の 姿勢と考えられよう。　
なお、仙助座では〈道成寺〉と共に、その原曲・原典とも言うべき〈鐘








力の役に関しては、せりふや所作、舞台上の展開 ついて、細かに記録している。シテの所作等は書き表しにく ったという事情 あった も知れないが、全六丁 半分強は間狂言について記されてお 、そこに「見
物大段書付」書写者の関心もあったということであろう。急ノ舞に続いて白拍子が鐘入りした衝撃を、ヲモは落雷と、アドは地震と勘違いする（三丁表～四丁表）というのは、現行の〈道成寺〉演能にも見える展開ではあるが、ヲモが「いやいや、落たとあつてハよ とハ被仰まい。人しらぬ内つり上て置ふ」 （四丁表）と言ってアドと引き上げよう するせりふなどは、管見の間狂言本等には見えないも である。ま 、鐘に手を触れたアドが 「身共が手を見ておく やれ。手の皮が鐘へ引つ て身が出たことじや」と言い、 アドが「真つ黒ニ焦げ 」と応じ （四丁表）のも、管見の間狂言本に 見えないやりとりである。現行の よりは、せりふにより凄惨な表現を交えて 逆に滑稽味を強調する展開となっていたのであろうか。また、続くアドの「扨是につき 何ぞ変わつた事ハ無かつたか」との問い掛けに、 ヲモ 「イヤイヤ何も知らぬことじ 」と応じて、アドより顔色が変わっ を糾弾され、ヲモは「そふあらバ隠さ ぬ、語て聞カソウ―」と応じていたらしい（四丁表
～
四丁裏） 。つまり、前シ












る程度まとまった注記の有無という相異点もあ 。従って、仙助能を観覧して草稿本を記し 者と、草稿本を座右に提出用に清書 た者とは別である。清書本書写者は、草稿本書写者ほどには能について 素養を有さない、或いは藩主の祐筆のような者であったろうか。　「見物大段書付」から得られる情報は他にもまだある。草稿本は、 「尤いろのよふ る謡ひよふなり」 （一丁表）と 前シテ 次第 謡についてイロ（現在では観世流の謡い方の補助 号）のようだと記している。草稿本の書写者は、 謡い方につ ても、 耳を傾けていたことが窺える。また、
「橋」 「狂言柱」 「見付」 「見付柱」 「横正面」等の用語からは、仙助座の興行の舞台構造等が窺え、また一 では、宇和島藩士が 能についてどのような語を用いていたかも知られよう。子細に見れば、 「見物大段書付」から得られる情報はより多岐にわたるものとなろう。















































居見物」と、伊藤出羽掾座の人形浄瑠璃を見物している。 「与惣」は、 「家中由緒書」によれば山﨑与惣右衛門のことであり、 「御入部以来毎度子之節罷出相勤候」と村候の囃子の相手を勤めた家臣である。仙助能が盛んになったと考えられている宝暦期よりは少し早い時期の記事ではあるが、玄蕃は京阪周辺の様々な芸能にも接したことであろう。他にも玄蕃は、 伊勢神宮や住吉社へも藩主の「御代参」 して参詣したことがあり、江戸との往復の他 も各地へ向かった人物 もあっ 。　
桜田玄蕃のごとき家老職の者でないとしても、 「見物大段書付」を記し
























同様の記事が見えるが、 ＷＥＢ公開されている「宇和島伊達家文書」の画像の内、 同年の別冊の分限帳では、 「半都」は抹消されていない。
（注
2）




































 天野文雄氏 「仙助能の番組と 《鐘巻道成寺》 ―愛媛県立図書館蔵 『堀井仙助能番組』をめぐって―」 （ 『藝能』一九九三年四月） 、飯塚恵理人氏 「高力種信 （猿猴庵） 著 『瀧口寺開帳記
 附録』 に観る 「仙助能」
の芸態―広小路神明社「龍口」上演を中心に―」 （ 『名古屋芸能文化







宮本圭造氏「続・江戸時代能楽繁盛記―仙助 の宙返り。喜多流の大夫が真似て評判をとる―」 （ 『観世』 〇〇八年二月）等。
（注
9）














 「伊達村候と芸能（二） 」 （ 『愛媛大学教養部紀要
 第
XX号―１号』
一九八七年十二月） 。 記事本文も河合氏稿の翻刻 ・ 解説より引用する。
（注
12）
 注
5拙稿。
（注
13）
 注
8天野氏論稿。
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［資料画像］（参考）清書本（一丁表）草稿本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（一丁表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（一丁裏・二丁表）
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（二丁裏・三丁表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三丁裏・四丁表）
114
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（四丁裏・五丁表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（五丁裏・六丁表）
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（六丁裏）
  　
［付記］　
本稿は、平成二十五～二十七年度国文学研究資料館基幹研究「日本古
典における〈中央〉と〈地方〉 」の成果の一つである。　
資料の閲覧調査 翻刻・画像掲載について御許可下さいました公益財
団法人宇和島伊達文化保存会に心より御礼申し上げます。

